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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

傍聴者傍聴者のの声声
　町田市議会では、１２月定例会で傍聴者に対してアンケ
ートを実施し、傍聴されて気づいた点や市議会全般につ
いてご意見をお聞きする機会としています。傍聴券の交
付を受ければどなたでも傍聴することができます。また、
本会議、常任委員会、特別委員会等は、ライブ中継・録
画配信を行っています。ぜひご覧ください。

主なご意見（抜粋）
○�町田市のため、町田市民のためよろしく
お願いします。

○�身近な問題でとてもきょうみ深かった。
又来たいと思った。

〇�議会の作り（市民が高い位置にある）がよ
いと思う。タブレットなどを使いＤ．Ｘ．が
すばらしい。

〇�委員会のレイアウトがすばらしい。進行
がテキパキしていいと思います。

議員提出議案

意見書（要旨）意見書（要旨）
　本定例会では意見書６件を可決し、議長名で関係行政庁
へ提出しました。要旨は次のとおりです。

委
員
会
提
出
議
案

委
員
会
提
出
議
案

今
任
期
限
り
で�

退�

任

請
願
の
処
理
経
過

請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
報
告

及
び
結
果
報
告

　

長
年
、
町
田
市
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
次
の
議
員
か
ら
、
本

定
例
会
に
お
い
て
今
任
期
を
も
っ

て
退
任
す
る
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

石
川　

好
忠�

（
在
職
３
期
）

　

佐
々
木　

智
子
（
在
職
６
期
）

　

山
下　

て
つ
や
（
在
職
５
期
）

　

お
く　

栄
一�

（
在
職
５
期
）

　

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
第

３
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
田
市
高
齢
者
ホ
ー
ム
出
張

調
髪
利
用
券
の
発
行
継
続
に

関
す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

今
回
採
択
さ
れ
ま
し
た
請
願
の

主
旨
及
び
委
員
会
審
査
に
お
け
る

請
願
者
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
町

田
市
高
齢
者
ホ
ー
ム
出
張
調
髪
利

用
券
（
以
下
「
本
券
」
と
い

う
。）
の
発
行
継
続
に
つ
い
て
、

改
め
て
必
要
性
を
検
討
い
た
し
ま

し
た
。

　

請
願
で
は
、「
廃
止
さ
れ
る
と
、

多
く
の
高
齢
者
が
調
髪
を
利
用
し

づ
ら
く
な
る
」、「
持
つ
こ
と
で
ヘ

ア
カ
ッ
ト
に
対
す
る
意
欲
を
呼
び

起
こ
し
、
健
康
的
で
衛
生
的
な
生

活
を
支
え
て
い
る
」
等
の
ご
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
の
本
券
の
使
用

実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
入

所
者
総
数
２
１
４
９
名
う
ち
１
０

４
９
名
と
約
５
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
本
券
の
使
用
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
２
０
２
５
年
１０

月
に
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
以
下
「
施
設
」
と
い
う
。）

全
２３
施
設
及
び
１
施
設
当
た
り
１０

名
以
上
の
交
付
対
象
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
は
、

全
施
設
及
び
対
象
者
２
２
６
名
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

回
答
の
あ
っ
た
２
２
６
名
の
う

ち
、
本
券
を
１
枚
も
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
４３
名
の
方
へ
使
わ
な
か
っ

た
理
由
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
「
本
券
を
使
用
で
き
る
店
舗

以
外
で
調
髪
し
た
」、「
髪
型
の
関

係
で
調
髪
回
数
が
少
な
か
っ
た
」

と
の
回
答
が
、
合
わ
せ
て
９
割
強

で
し
た
。

　

２３
施
設
へ
の
同
様
の
質
問
で
は
、

入
院
や
退
所
に
よ
り
対
象
者
本
人

が
不
在
の
場
合
を
除
き
、
「
本
券

を
使
用
で
き
る
店
舗
以
外
で
調
髪

し
た
」
と
の
回
答
が
約
６
割
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
券
を

使
用
し
て
い
な
い
方
は
ご
自
身
の

や
り
方
で
調
髪
を
受
け
て
お
り
、

整
容
の
維
持
が
適
切
に
確
保
で
き

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
２
６
名
の
う
ち
本
券

を
１
枚
以
上
使
用
さ
れ
た
１
８
３

名
の
方
に
、
本
券
が
無
い
場
合
の

調
髪
の
回
数
へ
の
影
響
に
つ
い
て

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
調
髪
の
回

数
は
減
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
約

６
割
で
し
た
。

　

２３
施
設
へ
の
同
様
の
質
問
で
は
、

全
施
設
で
本
券
の
有
無
に
よ
り
調

髪
の
回
数
に
差
は
「
な
い
」、「
あ

ま
り
な
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
券
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
調
髪
の
回
数

に
変
化
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
な
お
、
施
設
が
提
供
し
て

い
る
調
髪
の
機
会
は
月
平
均
２
・

４
回
で
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
本
券
に
関
す

る
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
対
象
者

２
２
６
名
及
び
２３
施
設
の
そ
れ
ぞ

れ
半
数
以
上
が
「
継
続
」
を
希
望

さ
れ
ま
し
た
。
残
り
の
半
数
弱
は

「
無
く
て
も
困
ら
な
い
」、「
特
に

な
し
」
等
の
ご
意
見
で
し
た
。

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
本
券
に
つ
い

て
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
調

髪
の
機
会
の
提
供
は
施
設
の
責
務

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
施

設
入
所
者
に
は
、
要
介
護
度
に
関

わ
ら
ず
交
付
し
て
お
り
、
他
の
高

齢
者
と
の
公
平
性
が
確
保
で
き
て

い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
２６
市
に

お
い
て
、
本
市
以
外
に
は
過
去
を

含
め
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
な

い
こ
と
か
ら
、
廃
止
す
る
旨
を
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

ご
意
見
も
踏
ま
え
、
本
券
を
廃
止

し
た
後
も
入
所
者
の
調
髪
の
機
会

及
び
整
容
の
維
持
が
適
切
に
確
保

で
き
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
制
度
的
な
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
券
の
交
付
を
継
続

し
て
い
く
必
要
性
は
無
い
と
の
認

識
に
改
め
て
至
り
ま
し
た
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
本
券
を
廃

止
し
た
後
も
引
き
続
き
入
所
者
の

整
容
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

施
設
に
対
し
調
髪
機
会
の
提
供
の

継
続
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

出
張
調
髪
が
可
能
な
理
容
組
合
・

美
容
組
合
の
店
舗
の
情
報
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
請
願
の
主
旨

及
び
委
員
会
審
査
に
お
け
る
請
願

者
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
も
高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域

で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の

時
々
の
社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ

せ
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
検
討
し

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
身
取
引
は
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
人
道
的
観
点
か
ら
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
性
搾
取
さ
れ
る
少
女

た
ち
や
路
上
に
立
つ
女
性
は
後
を

絶
た
ず
、
さ
ら
に
タ
イ
人
少
女
が

東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
に
保
護

さ
れ
た
事
案
が
報
道
さ
れ
、
関
心

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
次
の
こ

と
を
政
府
に
求
め
る
。

　

①
人
身
取
引
に
対
す
る
対
策
強

化
を
政
府
一
体
と
な
っ
て
早
急
に

行
う
こ
と
。
②
「
人
身
取
引
対
策

行
動
計
画
２
０
２
２
」
の
さ
ら
な

る
実
効
性
強
化
の
た
め
、
次
期
計

画
策
定
を
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

③
刑
法
第
２
２
６
条
２
（
人
身
売

買
）
に
お
け
る
法
定
刑
の
厳
罰
化

を
検
討
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

大
学
入
学
者
選
抜
制
度
に
お
け

る
「
入
学
金
」
の
取
扱
い
は
、
受

験
生
や
保
護
者
に
経
済
的
負
担
を

強
い
て
お
り
、
若
者
の
進
路
選
択

の
幅
を
狭
め
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
複
数
の
大
学
を
受
験
し
、
第

一
志
望
校
の
合
格
発
表
を
待
つ
間

に
滑
り
止
め
校
へ
の
入
学
金
納
入

期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
「
二
重

払
い
」
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
次
の
こ

と
を
政
府
に
求
め
る
。

　

①
大
学
入
学
金
の
「
二
重
払

い
」
問
題
解
決
に
向
け
、
入
学
し

な
い
学
生
の
納
付
す
る
入
学
料
に

係
る
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
こ
と
。

②
若
者
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
大

学
進
学
を
あ
き
ら
め
な
い
よ
う
、

大
学
進
学
に
係
る
経
済
的
負
担
軽

減
の
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

今
後
の
地
方
に
お
け
る
福
祉
人

材
確
保
の
取
組
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

①
国
家
公
務
員
の
地
域
手
当
に

準
拠
し
た
地
域
区
分
の
変
更
に
よ

り
、
児
童
入
所
施
設
措
置
費
等
及

び
保
護
施
設
事
務
費
等
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
自
治
体
に
対
し
て
、
見

直
し
前
の
水
準
に
戻
す
た
め
の
必

要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

②
今
回
の
見
直
し
対
象
外
の
保
育

所
等
の
公
定
価
格
や
介
護
・
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
等
の
地
域

区
分
を
、
国
家
公
務
員
の
地
域
手

当
に
準
拠
せ
ず
、
今
後
の
賃
金
水

準
や
国
の
処
遇
改
善
の
取
組
を
踏

ま
え
た
適
切
な
水
準
と
な
る
よ
う

必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

自
治
体
病
院
は
、
救
急
・
小
児

・
周
産
期
医
療
や
感
染
症
、
災
害

対
応
な
ど
、
地
域
医
療
に
不
可
欠

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か

し
、
近
年
の
人
件
費
や
物
価
高
騰

に
診
療
報
酬
が
対
応
で
き
ず
、
令

和
６
年
度
決
算
で
は
約
９
割
が
繰

出
金
を
含
め
て
も
赤
字
と
な
る
な

ど
、
経
営
環
境
は
深
刻
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
医
療
体
制
は

崩
壊
の
危
機
に
あ
り
、
国
の
責
任

に
お
い
て
取
り
組
む
よ
う
次
の
事

項
に
つ
い
て
要
望
す
る
。
①
診
療

報
酬
に
物
価
・
賃
金
上
昇
へ
対
応

す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
②

令
和
８
年
度
改
定
で
入
院
基
本
料

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
③
改

定
を
待
た
ず
、
費
用
増
に
対
応
し

た
緊
急
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

脳
脊
髄
液
漏
出
症
は
、
交
通
事

故
等
を
契
機
に
発
症
し
、
頭
痛
や

め
ま
い
、
倦
怠
感
な
ど
多
様
な
症

状
が
生
じ
る
疾
患
で
、
脳
脊
髄
液

減
少
症
患
者
・
家
族
支
援
協
会
か

ら
は
、
自
賠
責
保
険
で
は
後
遺
障

害
等
級
が
適
切
に
認
定
さ
れ
て
い

な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
支
援
体

制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す

る
。
①
自
賠
責
保
険
の
脳
脊
髄
液

漏
出
症
に
関
す
る
後
遺
障
害
等
級

の
認
定
手
続
き
と
し
て
、
高
次
脳

機
能
障
害
と
同
じ
よ
う
に
、
専
門

医
に
よ
る
認
定
シ
ス
テ
ム
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
。
②
自
賠
責

保
険
に
お
い
て
後
遺
障
害
等
級
認

定
を
審
査
し
た
際
の
根
拠
資
料
に

つ
い
て
、
労
災
保
険
と
同
様
に
、

開
示
さ
れ
る
制
度
と
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

非
核
三
原
則
は
、
核
兵
器
を

「
持
た
ず
、
つ
く
ら
ず
、
持
ち
込

ま
せ
ず
」
と
し
た
日
本
の
国
是
で

あ
る
。
町
田
市
議
会
は
、
「
日
本

国
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
た
平
和
主
義

の
理
念
を
、
市
民
生
活
の
中
に
生

か
す
こ
と
が
、
地
方
自
治
の
基
本

条
件
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
か
ん

が
み
「
つ
く
ら
ず
・
持
た
ず
・
持

ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則
が
、

完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器

の
廃
絶
を
、
全
世
界
に
向
か
っ
て

訴
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

「
町
田
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
持
つ
市
の
議
会
と
し
て
、
非
核

三
原
則
の
見
直
し
を
許
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
に
対
し
「
非
核
三

原
則
」
の
堅
持
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

人
身
取
引
対
策
強
化
を
求
め

る
意
見
書

大
学
入
学
に
係
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

脳
脊
髄
液
漏
出
症
患
者
の
救

済
を
求
め
る
意
見
書

「
非
核
三
原
則
」
の
堅
持
を

強
く
求
め
る
意
見
書

地
方
の
福
祉
人
材
確
保
の
取

組
に
向
け
た
財
政
措
置
を
求

め
る
意
見
書

危
機
的
状
況
に
あ
る
自
治
体

病
院
の
存
続
に
向
け
た
財
政

支
援
を
求
め
る
意
見
書

【
議
会
運
営
委
員
会
】

第
１
号　
町
田
市
議
会
会
議

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

議
会
に
お
け
る
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

　

本
議
案
は
１２
月
２３
日
の
本
会
議

で
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

～常任委員会の活動状況～
　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の
意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、議会活動に反映させていただきま
す。１月までに開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

１２月１６日 町田市障がい児者自立支援
研究・研修会

高齢化対策からみえている課題に
ついて　等 健康福祉

１２月１６日 まちだ冒険遊び場をつなぐ会 町田市の冒険遊び場について　等 文教社会

ご協力いただき、誠にありがとうございました。


